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あらまし: 本稿では聴講者印象を取り入れたプレゼンテーションの自己練習を実現する基礎技術として，音声信号
から取得される音響特徴量により聴講者の反応を予測するモデルを構築する．聴講中に蓄積された印象が新たに入
力された音声に対しての印象評価にも影響を及ぼすと仮定し，短句間発話印象のモデルと短句間発話印象の遷移
ネットワークモデルを組み合わせることで聴講者の印象再現を試みる．
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1 はじめに

プレゼンテーションは，発表者が聴衆に対して情報伝
達を行うコミュニケーション手段の一種で，相手に対
して情報を提示し，理解・納得を得る行為である．企業
の採用時の要件として大卒者に求める能力に関する調
査 (4) でも，71.6%の企業が日本語プレゼンテーション
の能力を重視しており，その能力育成は高等教育機関
から行うべきであることが求められている．山下ら (3)

は，発表の場面ごとに分け，プレゼンテーションに必要
な能力を書籍調査した．その結果，リハーサルの必要
性に関して，学会向け書籍やその他の書籍で言及した
ものが 35.7%，21.4% なのに対して，ビジネス向け書
籍では 59.3% が着目している．それに伴い，話し方や
態度・動作に対しても学会向け/その他の書籍のものが
35.7から 42.9%程度であったのに対して，ビジネス向
け書籍では 64.8% も言及されている．以上より，ビジ
ネス向けのプレゼンテーションでは，学会向けのものよ
りも内容以外の非言語的な発表能力も求められており，
聴講者にとって印象深いプレゼンテーションとするた
めにリハーサルにより非言語的な要素に対する改善を
行う必要があると考察される．その際，他者の印象評価
を意識した練習を行わなければならず，本来は自己練
習のみでのリハーサルでは不十分であり，疑似の聴衆
を前にしたリハーサルが行われることが多い．しかし，
時間的制約等によりリハーサルによる反復練習を行う
のが困難な場合，自己練習は重要であるといえる．す
なわち本番想定の自己練習の場で，発表技術に対する
聴講者反応に関する何らかの反応指標を提示できれば，
プレゼンテーション改善に効果的であると考えられる．
本稿では，自己練習における話し方改善に着目し，音声
の音響特徴量から聴講者の反応を時系列的に予測し，発
表者に提示できるモデルによる支援を提案する．

2 対象とする訓練

本稿では “自己練習”実施支援を次のように考える．
対象とする訓練者: ビジネスプレゼンテーションの発表
を行う者とする．これは，プレゼンテーション構成や文
脈が相応に練られた後，非言語コミュニケーションに含
まれる “声質”の訓練に特化し，提示内容を豊かな感情
で表現する訓練を行い，聴講者の印象評価と自身の持つ
声質の関係に気づくことによって, より高次なプレゼン
テーション改善を試みることが要求されるからである．

対象とする支援のレベル: 聴講者がより印象深いプレゼ
ンテーションと感じる可能性を高める．
支援される活動: 聴講者がより印象深いと感じるプレ
ゼンテーションは，前章で述べた先行研究により “話
し方”であると考えられる．そのため，声質から引き起
こされる客観的な印象評価を取り入れたプレゼンテー
ションの自己練習活動に着目する．
支援の実現: 入力された声質が持つ音響特徴量から客観
的な聴講者の印象評価予測を導くかを提案する．その
際，自己練習に対する支援であることから，可能な限り
自動的にそれが行われることが望ましい．過去にも栗
原らの研究 (1) 等ではコンピュータにより注意喚起を行
い，声量や発話速度に関して客観的な視点による声量 ·
発話速度を指摘するシステムは提案されている．本稿
は声量 ·発話速度以外の声質に関する音響特徴量を取り
入れた支援システムを構築するための基礎研究と位置
づける．

3 聴講者の反応プロセス

印象評価の推定を人の感覚に合わせるようにするた
めにはフレーズ単位のように短区間な，ある一定の時間
区間において，発話印象を導出するのみならず，その区
間において生起したプレゼンテーション全体に対する
印象が次の区間の音響特徴量が入力された際にも影響
を与える様にモデル化を行う必要がある．本稿ではこ
れら一連の流れをModel Human Processor(MHP)と
対応させる．図 1 に MHP で表現した聴講者の印象評
価反応を示し，モデル化すべき箇所を選定する．
刺激情報と感覚保持: 外的に存在する刺激が，人の感覚
器官を通じてシステム内部に取り込まれる．その情報
は，一旦感覚保持と呼ばれるバッファに取り込まれ，入
力されたとほぼ同様の物理的な情報のままのかたちで，
大容量かつ，ごく短期間保持され，次の処理機構である
作動記憶あるいは短期記憶に情報を移動させるための
処理をする間，情報を保持する．これは，モデルを動か
すための入力情報である．
作動記憶への移動: そのバッファを経て，何らかの処理
を施された情報が作動記憶に流れる．作動記憶は現在
処理をしている情報を保持し，実行する場所である．作
動記憶では特に覚えておきたい情報を保持し続けよう
とするリハーサル処理が行われ，意味的にまとまったも
のをひとまとまりにし，想起や保存を行う．ここでの印
象評価の想起の処理は，図中の聴講者反応モデルにおけ
る短句間発話印象モデルに相当する．
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図 1 聴講者の反応モデルの構成

長期記憶との連動: 以上のプロセスを相応回数繰り返し
た後，作動記憶により反応出力がなされる．それらの情
報は長期記憶に蓄えられ，必要に応じて情報活性化を経
て作動記憶に入り直し，反応出力に反映される．このプ
ロセスは図中の聴講者反応モデルにおける印象遷移モ
デルに相当する. このモデルでは，反応出力として聴講
者の感性的な印象評価を取り扱う．
以上のようにプレゼンテーションの全体に対する印

象が音声の音響特徴量の入力の度に変動し，感性評価と
して反応出力され，再び長期記憶に蓄積される．一連の
モデル化に必要な 2つのモデルを以下に示す．
短区間発話印象のモデル化: 先行研究 (2) を基に，音声
の発話印象情報のを知覚・認知するモデルを 3階層のモ
デルによって表現する．第一層は音響特徴層であり，ス
ペクトル, 基本周波数, 振幅, 単位時間当たりのモーラ
数といった音声そのものがもつ情報，第二層は要素感覚
層であり，音声の特徴を印象評定した情報，音声を聴い
た際に知覚される声量，抑揚，明瞭性，休止比率, 話速
といったものを感覚的に評価したもの，第三層は発話印
象層で，音声の感覚的評定から認知される話し方に対す
る印象評価，熱意や話し方などの評価として構成する．
印象の遷移モデル: 印象評価変動のモデルは，それま
での印象評価を内部に記憶として持たせる必要がある．
新たな音声区間に対する短句間発話印象とそれまでの
印象評価の長期記憶が照合された後，現時点でのプレゼ
ンテーションに対する印象評価が発火すると考え，単純
再帰型ニューラルネットワークで実現する．その構成
は，入力層として音声区間 ti における熱意，発話速度
感といった短句間発話印象，出力層として音声区間 ti
において，その音声区間入力時に抱いたプレゼンテー
ションに対する印象評価の感性評価の評価値を出力す
る．また ti 時の出力を ti+1 入力時にフィードバックす
る文脈層を持ち，これを長期記憶として利用する．

4 今後の展望

構成されたモデルにより，人間の反応処理に近い形
で，発話に対する客観的な印象評価の推定が可能とな
る．このモデルを搭載することにより，訓練者に聴講

者の印象評価の変動を時系列にフィードバック可能な
システムの実現が可能となる．推定される客観的な印
象評価のフィードバックを自己訓練中に与えることで，
訓練者は自己訓練において，客観的評価を得ることが
できる．これにより，発表者は話し方で自分が聴講者に
与えたい印象と自分の発話が適合しているかを確認し，
聴講者の印象評価と自身の持つ声質の関係に気づくこ
とによって, より高次なプレゼンテーション改善が可能
となる．しかしながら，このシステムでは，自己で客観
的な視点に立ち評価を行う能力の育成に関しては，逆に
妨げとなる可能性が考えられる．そのため，システムな
しの自己訓練を経て，システムありの自己訓練を行い，
疑似の聴講者を前に訓練を行うといったプロセスを踏
み，実際の訓練を行う必要があると考えられる．
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